

















IPA (http://www.artsglaac.uklIPNipa.html)の TheInternational Phonetic Alphabet (Revised to 
1993， Updated 1996)で Diacriticsの項 (http://www.arts.gla.ac.uklIPNdiacritics.html)を見ると、
nasal releaseという項目がある。これが「含J(の子音部分)に該当する。
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し、)tJ そして「それに続く外破部分のみが鼻へ抜ける nJ (さらにそのあと成節的なーす
























同じである。 r-t -.+ nJの後で改めてパ行音 bにする。「発.A売Jr骨.A盤Jr滅&亡Jr密
企売J。次がマ行でも同じ。「発.A明Jr発A毛J0 r骨.A盤Jの内破部は今述べたようにあ
































































































































































































































































。 28 16.27 
35 20.35 
2 25 14.53 
3 26 15.12 
4 22 12.79 
5 13 7.56 
6 9 5.23 
7 4 2.33 
8 3 1.74 




















































































































































































































































































































































































































































































































岩淵悦太郎 (1934b): 謡曲の謡ひ方に於ける入聾「ツj に就いて(績)， 
『国語と園文学JI1巻 7号
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